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な
ど
春
闘
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

中
央
委
員
会
で
は
、
○
○
書

記
長
の
春
闘
方
針
提
案
を
受

け
、
中
央
委
員
か
ら
「
休
暇
制

度
は
あ
る
が
、
人
員
不
足
で
使

え
な
い
。増
員
を
頑
張
り
た
い
」

「
超
勤
が
書
け
な
い
こ
と
の
追

及
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

「
年
次
の
希
望
が
出
来
な
い
」

「
12
時
間
夜
勤
の
試
行
が
開
始

　

２
月
13
日（
土
）、
春
の
よ
う

な
あ
た
た
か
な
陽
気
の
中
、
県

医
労
第
１
５
５
回
中
央
委
員
会

が
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
で
開

催
さ
れ
、
賃
上
げ
、
大
幅
増
員

　

来
賓
と
し
て
、
い
わ
て
労

連
、
岩
手
医
労
連
、
日
本
共
産

党
か
ら
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
が

あ
り
、
ま
た
、
民
主
党
、
生
活

の
党
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

さ
れ
た
」
な
ど
の
厳
し
い
職
場

実
態
の
ほ
か
、「
青
年
部
の
学

習
に
力
を
入
れ
て
い
る
」「
３

月
か
ら
正
循
環
を
試
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
」
な
ど
、
意
欲
的

な
活
動
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
春
闘
の
運
動
方
針
と
し

て
、「
戦
争
法
廃
止
」
を
め
ざ

し
た
２
０
０
０
万
人
署
名
の
取

り
組
み
や
、働
き
や
す
い
職
場
、

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
大
幅
増
員･

夜
勤
改
善
・
サ
ー
ビ
ス
超
勤
の

一
掃
な
ど
、
組
織
拡
大
・
強
化

と
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
を
し
て

い
く
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、第
２
次
予
算
更
正
、

選
挙
委
員
の
選
出
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

満場一致で運動方針が採択される

司会の○○中執

発言する○○中央委員

希望しない内示の場合は
その場で返事をしない
希望しない内示の場合は
その場で返事をしない
希望しない内示の場合は
その場で返事をしない

人 事 異 動

　まもなく人事異動の一斉内示があります。
組合は、昨年より早く内示をすることを要求
し、交渉してきましたが、当局は「昨年と同
様の時期」としています。
　内示日は、次のことをそれぞれが確認して
おくことが必要です。①異動を希望していな
い組合員への内示、希望していた病院と違う
病院への内示を出された場合、その場で返事
をしないことです。必ず、「家族と相談します」
と答え、指示された日までに返事をすること
にしましょう。②支部では、当日に交渉でき
るよう準備しておくことも重要です。
　不当な内示や希望が実現しない場合には、
すぐに支部役員に相談してください。いっ
しょに病院長、事務局長と交渉することが大
事です。③そして本部にも連絡を。本部でも
組合員の要望に沿うよう交渉・確認を行いま
す。

支
部
活
動
の
強
化
で
大
幅
増
員
を
！

県
医
労
第
１
５
５
回
中
央
委
員
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
闘
方
針
を
決
定
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男まつり
メチャクチャ　おもしろかった！胆

沢
支
部

職種の垣根を越えて14名が参加。男同士、
リラックスして楽しみました。

男まつり

２月５日
、「四季

の抄・街
のなか

店」にて

講演する浜矩子さん
（同志社大学大学院教授）

看護分科会の報告をする
○○○　中執

　

２
月
６
〜
７
日
、
日
本
医
労

連
東
北
地
方
協
主
催
の
春
闘
討

論
集
会
が
宮
城
県
松
島
で
開
催

さ
れ
、
16
春
闘
に
向
け
た
議
論

と
学
習
、
意
思
統
一
が
さ
れ
ま

し
た
。
全
体
参
加
者
は
１
７
０

名
、
岩
手
か
ら
は
34
名
、
県
医

労
か
ら
５
支
部
・
本
部
12
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
医
労
連
の
三
浦
書
記
長

は
基
調
報
告
で
①
戦
争
法
廃
止

の
運
動
で
い
の
ち
と
平
和
を
ま

も
る
政
治
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
②
大
幅
賃
上
げ

と
労
働
条
件
改
善
で
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
に
し
て
い
く
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
提

起
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
５
つ

の
分
散
会
と
青
年
・
看
護
分
科

会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
て
い
る
課
題
や
悩
み
、
要
求

な
ど
出
し
合
い
、
熱
心
に
討
論

し
ま
し
た
。　

　

「
労
働
組
合
に
期
待
す
る
」

と
題
し
た
記
念
講
演
で
同
志
社

大
学
大
学
院
教
授
・
浜
矩
子
さ

ん
は
、「
労
働
組
合
に
期
待
さ

れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ほ
ど
大
き

か
っ
た
こ
と
は
戦
後
に
お
い
て

初
め
て
か
も
し
れ
な
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
を
守
る
た

た
か
い
で
あ
る
労
働
運
動
が
い

か
に
大
切
か
、
そ
の
最
も
対
極

に
あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
す
な

わ
ち
「
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
が
、
ア

ホ
ノ
ミ
ク
ス
た
る
所
以
」
に
つ

い
て
解
明
。
15
年
４
月
、
米
国

議
会
で
安
倍
首
相
が
「
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
、
経
済
成
長
・
Ｇ

Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
を
め
ざ
す
。

そ
の
先
は
、
国
防
費
を
増
や
せ

る
」
と
演
説
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
軍
備
増
強
を
可
能
に
す

る
た
め
に
経
済
を
成
長
さ
せ

る
」
考
え
だ
と
指
摘
。「
経
済

活
動
は
本
来
人
間
を
幸
せ
に
す

る
た
め
に
あ
る
。
こ
れ
を
本
来

の
姿
に
引
き
戻
し
た
い
。
そ
れ

が
労
働
組
合
の
役
割
」
と
激
励

し
ま
し
た
。
経
済
活
動
と
は
、

「
人
間
の
人
間
に
よ
る
人
間
の

た
め
の
営
み
」
で
あ
り
人
権
の

礎
た
る
た
め
に
経
済
活
動
が
あ

る
。
か
り
そ
め
に
も
人
権
が
踏

み
に
じ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
さ

れ
、「
傾
聴
す
る
耳
、涙
す
る
目
、

差
し
の
べ
る
手
」
が
あ
れ
ば
大

丈
夫
、と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

テ
ン
ポ
良
い
講
演
に
会
場

は
、
時
折
笑
い
が
起
こ
り
ま
し

た
。
講
演
後
参
加
者
か
ら
は
、

「
安
倍
首
相
の
言
う
『
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
』
を
ど
う
見
た

ら
よ
い
か
」、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
ね
ら
い
は
『
富
国
強
兵
』
で

あ
り
軍
備
増
強
で
、
本
当
に
実

現
出
来
る
と
考
え
て
い
る
の

か
」
な
ど
間
断
な
く
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

戦争法廃止・大幅賃上げと
労働条件改善の16春闘に！
戦争法廃止・大幅賃上げと
労働条件改善の16春闘に！

〜春闘討論集会in松島〜
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夜勤改善・大幅増員

国会決議を実現しよう

　

１
月
20
日
（
水
）、「
戦
争

法
の
廃
止
を
求
め
る
全
国

２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
運
動

を
推
進
す
る
岩
手
の
会
」
結
成

会
が
、
盛
岡
市
「
お
で
っ
て

ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
４
６

人
と
な
っ
た
呼
び
か
け
人
を
代

表
し
て
、
盛
岡
大
学
顧
問
の
加

藤
章
さ
ん
が
「
70
年
創
り
上
げ

て
き
た
平
和
な
日
本
が
崩
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
呼
び
か

け
人
に
な
っ
た
経
緯
と
決
意
を

表
明
。
続
い
て
県
生
協
連
の
加

藤
善
正
氏
が
「
20
万
筆
を
４
月

中
に
超
過
達
成
さ
せ
よ
う
」
と

行
動
提
起
、
学
習
会
も
開
催
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
の
活
動
報
告
で

は
、
釜
石
市
平
和
委
員
会
か
ら

岩
鼻
美
奈
子
さ
ん（
県
医
労
Ｏ

Ｂ
）が
、駅
前
で
の
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
宣
伝
が
１
２
５
回
を
越

え
、
の
べ
７
５
０
人
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

「
戦
争
法
」
廃
止
の
大
運
動

は
、
昨
年
９
月
19
日
未
明
に
法

案
採
択
が
強
行
さ
れ
た
そ
の
時

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
会

前
の
宣
伝
、
集
会
な
ど
を
組
織

し
て
き
た
「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
」
が
、
戦
争
法
の

廃
止
を
求
め
る
統
一
署
名
を
提

起
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
全
国

で
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
９

条
を
守
る
署
名
」
や
38
万
枚
の

大
型
チ
ラ
シ
の
配
布
、
学
習
会

や
集
会
・
デ
モ
な
ど
が
取
り
組

ま
れ
、
県
医
労
も
積
極
的
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
医
労

連
は
１
人
10
筆
の
目
標
を
提
起

し
、
職
場
決
議
運
動
を
推
進
。

学
習
資
料
な
ど
も
作
成
し
、
学

習
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

結
成
に
先
立
っ
て
、
学
習
会

が
開
催
さ
れ
、
あ
す
わ
か
会
の

上
山
弁
護
士
が
「
戦
争
法
の
危

険
な
中
身
と
反
対
す
る
理
由
」

と
題
し
て
講
演
。「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
に
い
た
る
歴
史
的
な

流
れ
を
説
明
し
、「
今
を
戦
前
に

し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
戦
争
法
の
廃
止
に
向
け
た
行

動
を
！
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

戦争法廃止は岩手の20万署名から
2000万署名推進へ「岩手の会」結成

2,000万人署名結成集会で発言する元釜石支部の岩鼻さん

国会議員要請で、平野達男議員と

　２月４日、日本医労連主催の「夜勤改
善・大幅増員をめざす看護集会＆国会議
員行動」が衆議院第一議員会館大会議室
で行われ、全国から203名が参加しま
した。16春闘では「夜勤改善・大幅増
員署名」を積み上げ、国会決議を実現し
ようと意思統一をし、集会後に岩手医労
連の看護対策委員７名が岩手県選出の国
会議員に現場の実情と切実な要求を白衣
で訴えました。
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女性部
　

２
月
20
日
、
岩
手
医
労
連
第

56
回
女
性
労
働
学
校
が
岩
手
県

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
74
名
、
県
医
労
か
ら

９
支
部
・
本
部
28
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
岩

手
医
労
連
の
千
葉
真
由
美
女
性

部
長
は
、「
人
手
不
足
は
医
療

も
介
護
も
同
様
。
賃
金
が
低
い

こ
と
で
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
ら
な
い
。
社
会
保
障
は

削
ら
れ
、
軍
事
費
が
増
え
、
私

た
ち
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
戦
争
法
を
廃
止
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
無
関
心
、
沈
黙
、

無
知
で
は
い
け
な
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

午
前
は
３
つ
の
講
座
が
行
わ

れ
、
第
１
講
座
は
佐
々
木
良
博

弁
護
士
を
講
師
に
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
（
番
号
法
）
─
そ
の
表

と
裏
」を
学
習
。「
１
枚
の
カ
ー

ド
で
色
々
な
こ
と
が
出
来
る
の

は
便
利
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
の
人
の
全
て
が
わ
か

る
怖
い
こ
と
」
と
話
さ
れ
、
参

加
者
は
う
な
ず
き
メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。
第
２
講
座
は

「
簡
単
手
芸
・
羊
毛
フ
ェ
ル

ト
」。
講
師
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
夢
中
で
作
品
を
作
り
「
か

わ
い
く
て
癒
さ
れ
る
」
と
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
第
３
講
座

は
「
体
力
作
り
の
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
」。
参
加
者
は
元
気
な

講
師
の
か
け
声
に
合
わ
せ
、
笑

い
声
を
響
か
せ
て
、
日
頃
の
運

動
不
足
を
解
消
す
る
「
笑
い
な

が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
」
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

午
後
は
碧
祥
寺
住
職
・
光
寿

苑
苑
長
の
太
田
宣
承
さ
ん
の
講

演
と
ミ
ニ
学
習
会
と
し
て
、
今

年
６
月
５
日
宮
古
市
で
開
催
さ

れ
る
第
62
回
岩
手
母
親
大
会
、

来
年
８
月
19
，
20
日
岩
手
県
盛

岡
市
で
開
催
さ
れ
る
第
63
回
日

本
母
親
大
会
に
向
け
て
「
母
親

大
会
60
年
の
あ
ゆ
み
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
を
行
い
参
加
・
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

脳
と
身
体
に

　
　
　刺
激
を
！

脳
と
身
体
に

　
　
　刺
激
を
！

脳
と
身
体
に

　
　
　刺
激
を
！

学ぶ
喜び
学ぶ
喜び

岩
手
医
労
連
第
56
回
女
性
労
働
学
校

第１講座講師の佐々木良博弁護士

第３講座ストレッチの様子

第２講座フェルト作品

『人生一人十色へのケア』
いちにん　と　いろ

　太田宣承さんの講演は、光寿
苑で行われている一人ひとりを
大切に思う看護、介護スタッフ
の終末期ケアのお話でした。
「本来『一人十色』という言葉
はない。私たちは『あの人はあ
んな色』と決めたがるが、１人
の人にも様々な色がある。介護
の対応にマニュアルは大切だが、支える側の原理に立っ
て考えてはいけない。その時々の『その人の色』を大切
にし、相手のことを考えて支えていくことが大事だ」と
話されました。
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青年部

し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
は
、
今
年
も
目
玉
賞
品
と
し

て
、
４
名
ま
で
宿
泊
可
能
な
無

料
招
待
券
を
ホ
テ
ル
安
比
グ
ラ

ン
ド
さ
ん
か
ら
、
快
く
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
二
戸
支
部
の
○

○
○
○
さ
ん
が
獲
得
し
ま
し
た

（
写
真
右
）。

　

２
次
会
に
も
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
し
、
チ
ー
ム
戦
で
の
ク
イ
ズ

や
カ
ラ
オ
ケ
で
深
夜
ま
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
朝
９
時
に
記
念
写
真
（
表

　

１
月
23
日
（
土
）
〜
24
日

（
日
）、
安
比
高
原
「
ホ
テ
ル

安
比
グ
ラ
ン
ド
」
を
会
場
に
、

県
医
労
青
年
部
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
11
支
部
本
部
43
名
が
参
加

紙
）
を
撮
影
し
、
そ
の
後
ゲ
レ

ン
デ
に
向
か
う
人
、
部
屋
で
の

ん
び
り
過
ご
す
人
、
そ
れ
ぞ
れ

安
比
の
冬
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
み

な
さ
ん
、
来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も

大
歓
迎
で
す
。

８月のみちのくアクトは
 鳴子温泉で開催が決定！
８月のみちのくアクトは
 鳴子温泉で開催が決定！
８月のみちのくアクトは
 鳴子温泉で開催が決定！

南光支部青年部・新年会＆学習会
　2月5日、新年会とあわせて○○支部長を講
師に政治情勢や自分たちの権利を学習しまし
た。看護休暇やボランティア休暇などの制度の
ほか、男性職員の出産休暇については、実例を
もとに具体的に学ぶことができました。また、
公務員のおかれている現状や安倍政権が行って
いる大企業優遇の政治などにも触れ、自分たち
の生活だけではなく、労働者として広い視野を
もって、活動していこう！と確認し、意思統一
できた新年会となりました。

政治にも関心をもち、
広い視野で、労働者として
がんばっていこう
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冬
休
み
、
小
学
生
の
娘
の
自

由
研
究
で
う
ず
ら
の
「
ふ
化
」

に
成
功
し
ま
し
た
。
か
わ
い
い

で
す
♥
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
で

す
。
癒
さ
れ
ま
す
。

�

　
二
戸
支
部
　
う
ず
ら
の
母

　

　

　

こ
の
季
節
、
子
ど
も
も
大
人

も
体
調
を
崩
し
ま
す
よ
ね
〜
。

二
人
の
子
ど
も
が
代
わ
る
が
わ

る
熱
を
出
し
、
年
次
を
申
し
訳

な
い
思
い
で
お
願
い
し
た
数
年

前
。
上
司
に
「
あ
な
た
の
子
ど

も
、
ど
こ
か
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
今
は
、
ど
う
か
そ

の
よ
う
な
上
司
が
い
な
い
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
中
央
支
部

　
　
焼
き
た
て
の
パ
ン
が
好
き

　

　

　

厚
生
労
働
省
は
日
本
の
医
療

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
か
？
７
対
１
っ
て
何
で

　

「
戦
争
は
平
和

で
あ
る
」。
何
を

言
っ
て
い
る
ん
だ

と
、
怒
る
前
に
聞

い
て
下
さ
い
。
戦

争
を
す
る
の
で
は

な
く
、
平
和
を
愛

す
る
気
持
ち
に
国

境
は
な
い
、
だ
れ
も
が
国
を
愛

し
、
平
和
を
愛
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
隣
諸
国
を
見
れ
ば
、

安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。

平
和
の
た
め
に
、
愛
す
る
人
を

守
る
た
め
に
戦
争
の
準
備
が

必
要
な
の
だ
▼
「
１
９
８
４

年
」
は
、
１
９
４
９
年
に
イ
ギ

リ
ス
人
作
家
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

オ
ー
ウ
ェ
ル
が
、
核
戦
争
後
の

近
未
来
の
地
球
社
会
を
書
い
た

小
説
で
す
。
す
で
に
書
名
の

１
９
８
４
年
は
過
去
に
な
り
ま

し
た
が
、
管
理
国
家
社
会
の
恐

怖
を
描
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

住
む
人
々
は
、
24
時
間
、
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
行
動

が
監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
与
え

ら
れ
た
「
自
由
」
は
、酒
、ギ
ャ

新
春
パ
ズ
ル

新
春
パ
ズ
ル

　

新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い
は

７
つ
」
に
は
37
名
の
応
募
が
あ

り
、
全
員
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
る
抽
選
の
結
果
、
次
の

20
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

▪
１
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

  

鼻
曲
が
り
土
偶
（
久
慈
支

部
）、
ゆ
り
（
二
戸
支
部
）、

は
れ
着
、
コ
リ
ラ
、
あ
ん
ぱ

ん
（
以
上
、一
戸
支
部
）、じ
ゃ

が
い
も
の
花
、
阿
部
郁
夫
、

ピ
ロ
コ
、
ｎ
ｉ
ｍ
ｙ
、
ま
ん

ぼ
う
、
ダ
ッ
ク
大
好
き
、
焼

き
立
て
の
パ
ン
が
好
き
、
不

動
明
王
（
以
上
、中
央
支
部
）、

げ
ん
ま
い
マ
マ（
東
和
支
部
）、

せ
ん
べ
い
汁
（
中
部
支
部
）、

わ
か
さ
ぎ
（
南
光
支
部
）、
さ

る
ど
し
（
大
東
支
部
）、
は
な

ち
ゃ
ん
（
大
船
渡
支
部
）、
夢

見
る
お
ば
ち
ゃ
ん
、
春
を
ま

つ
親
父
（
以
上
、
宮
古
支
部
）

す
か
ね
。
現
場
の
人
間
が
次
々

と
や
め
て
い
っ
て
し
ま
う
現
状

を
ど
う
考
え
て
い
る
ん
で
す
か

ね
!?
残
業
続
き
で
、
年
次
も
取

れ
な
い
…
。
そ
り
ゃ
、
体
調
も

悪
く
な
り
ま
す
よ
。

　
中
央
支
部
　
妹
は
サ
ル
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

雪
の
少
な
い
冬
の
通
勤
は
助

か
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
キ
ー
場

は
大
変
で
す
ね
。
子
ど
も
達
の

ス
キ
ー
教
室
も
中
止
に
。
ゲ
ー

ム
ば
か
り
の
世
界
か
ら
銀
世
界

へ
飛
び
出
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
ね
。

中
部
支
部
　
申
年
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

が
ま
た
値
上
げ
…
。
さ
ら
に
遠

い
夢
の
国
に
な
り
ま
し
た
。

　
久
慈
支
部
　
鼻
曲
が
り
土
偶

ン
ブ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
、
セ
ッ
ク

ス
な
ど
▼
管
理
社
会
で
叫
ば
れ

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、冒
頭
の「
戦

争
は
平
和
」。
そ
し
て
、「
自
由

は
屈
辱
で
あ
る
」「
無
知
は
力

で
あ
る
」
と
続
き
ま
す
。「
大

き
な
ウ
ソ
を
頻
繁
に
繰
り
返
せ

ば
、
人
々
は
最
後
に
は
そ
の
ウ

ソ
を
信
じ
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ

た
の
は
、
か
の
ド
イ
ツ
、
ヒ
ト

ラ
ー
の
右
腕
、
国
民
啓
蒙
・
宣

伝
大
臣
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
で
す
。

こ
ん
な
に
「
自
由
」
な
の
に
、

も
っ
と
自
由
を
求
め
る
の
は
自

分
へ
の
屈
辱
だ
、
無
知
を
恥
じ

る
こ
と
は
な
い
、
よ
け
い
な
心

配
を
し
な
い
無
知
は
、
明
日
を

生
き
る
力
に
な
る
と
い
う
言
葉

は
、ヒ
ト
ラ
ー
政
権
に
重
な
り
、

そ
し
て
、
現
在
の
私
た
ち
の
回

り
に
も
広
ま
っ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
▼
「
積
極
的
平
和
主

義
」、「
排
外
主
義
へ
の
熱
狂
」、

「
芸
能
ネ
タ
一
色
の
ニ
ュ
ー

ス
」。
平
和
を
実
現
す
る
確
か

な
力
、そ
れ
は「
知
」で
す
。「
知
」

を
磨
き
ま
し
ょ
う
。（
は
）



３月の予定
５日（土）〜６日（日） 
 岩手医労連組織拡大・医労連共済担当者
 会議（釜石市　陸中グランドホテル）                     
８日（火） 国際女性デー岩手県集会（県民会館）                 
８日（火）〜９日（水） 
 日本医労連春闘中央行動                             
11日（金） 東日本大震災５周年
12日（土） 東日本大震災津波５年のつどい
 （宮古市民文化会館）   
17日（木） 全国統一行動・県医労第２次統一行動                                       
19日（土） 県医労支部長会議（県民会館）
22日（火） 県医労給問研（アイーナ）
26日（土） 原発のない未来を！ 3.26全国大集会

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
ー
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
ー
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

３
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

退職される皆様へのご案内

退職者をねぎらう集い
４月16日（土）〜17日（日）
秋田市大仙市
たざわこ芸術村　温泉ゆぽぽ

◇わらび座観劇
◇手作り体験または
　角館武家屋敷散策
　酒蔵見学
◇田沢湖ビールで昼食

と　き

ところ

内　容

４月の予定

２日（土） いのちと健康を守る岩手県センター全県
 代表者会議・学習会（アイーナ）
３日（日） 消費税増税反対大学習会（県公会堂）
15日（金） 看護部会（県民会館）
16日（土）〜17日（日）
 退職者をねぎらう集い（たざわこ芸術村）             
22日（金） 県医労拡大支部長会議
23日（土）〜24日（日）
 日本医労連２０１６年役員セミナー

（花巻市・ホテル千秋閣）
23日（土）〜25日（月）
 日本医労連辺野古連帯ツアー


